
水害版不動産レジリエンス認証(ResReal)の最高評価を取得しました。

日立市庁舎安全対策計画の概要
～水害に対する防災拠点機能の強化を目指して～

１ 庁舎の止水化対策

２ 万が一を想定した庁舎地下階の止水化対策

国道６号→

【対策４】扉等の開口部の止水化、排水ポンプの整備による止水化対策

非常用発電機 ｺｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ
発電機

受変電
設備

本庁舎

【対策１】 河川合流部の改修

二線堤…数沢川の護岸の外側（東側）に整備する堤防

導流堤…二線堤の延長線上と庁舎側に整備する堤防

水防ライン

計画のポイント

◆ 本庁舎は防災拠点となる重要施設であるため、国のガイドラインに適合した対策を行います。

◆ 国が定める１時間当たり１５３ミリの国内最大級の豪雨を１０％割り増した１６８ミリの降雨に対

しても、庁舎内への浸水を防ぎます。

※ 国土交通省「気候変動を踏まえた治水計画のあり方提言」では、気候変動により平均気温が２℃

上昇した場合、降雨量が１０％増加すると予測しています。

ポイント
◆ 万が一、地下階が浸水した場合でも、電源設備等への被

害を防止します。

◆ 国土交通省「防災拠点等となる建築物に係る機能継続ガ

イドライン」「建築物における電気設備の浸水対策ガイド

ライン」に適合した対策です。
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※対策の解説については、２ページをご覧ください。

国道６号→

←数沢川

地下階

１階

令和５年９月８日、台風第１３号の影響により線状降水帯が発生し、本市観測史上最大となる

１時間当たり９７ミリの雨量を観測するなど、記録的な大雨となりました。

市役所本庁舎では、庁舎の西側を流れる数沢川と平沢川の合流地点からの溢水によって、大量の

水が地下に流入し、電源設備に被害が生じました。

３ 多重の安全対策の考え方（まとめ）
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対策１

河川護岸の線形をＴ字型

からＹ字型にし合流区間

の河床を掘り下げて流れ

をスムーズにします。

対策２

堤防(二線堤・導流堤)の

整備によって、河川から

溢水した水が庁舎に直接

流れないようにします。

対策３

庁舎外周の水防ライン上

に止水壁等を整備し、庁

舎１階及び地下階への浸

水を防ぎます。

対策４

万が一、地下に浸水した

場合も想定し、地下階の

止水化対策を行い、電源

設備を守ります。

庁舎

河川
合流部

電気室 電気室

庁舎

※前回豪雨ではほぼ溢水しません。

このたび策定した日立市庁舎安全対策

計画は、(一財)日本不動産研究所より、

不動産レジリエンス認証の最高評価プラ

チナ（PLATINUM）の認証を受けました。 ResReal
ホームページ
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壁
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河川の溢水対策、庁舎外周の止水壁等整備による多重の対策を行います。

お問合せ先

総務課庁舎担当

☎ 22-3111

内線291

この災害を教訓に、市民の拠りどころとな

る本庁舎の防災拠点機能の強化を図ることを

目標として、近年の激甚化・頻発化する様々

な災害を想定した計画を策定しました。

本計画の策定に当たっては、浸水対策等の専

門的な有識者で構成する「日立市本庁舎浸水対

策に関する在り方検討ワーキグ」において、最

高水準の知見による安全性の検討を行いました。

【対策３】庁舎１階及び地下階への浸水対策として、庁舎外周の水防ライン（庁舎内への浸水を防止
する境界線）上に止水壁等を整備します。

庁舎外周部の止水壁等で庁舎内

への水の侵入を防ぐことができま

すが、万が一、止水壁等が機能せ

ず、庁舎地下階が浸水した場合も

想定し、多重の対策として地下階

の止水化対策を行います。

【対策１】河川の溢水対策として、河川合流部を改修します。

【対策２】溢水した水が庁舎に向かわないように堤防（二線堤・導流堤）を整備します。

【対策２】 堤防（二線堤・導流堤）の整備

【対策４】扉等の開口部の止水化、排水ポンプの整備による止水化対策を行います。

【対策３】 庁舎外周部に止水壁等を整備

※前回を超える豪雨の溢水対策です。

数沢川

大屋根広場

河
川
か
ら
水
が

溢
れ
た
場
合
の
流
れ



アクリル止水パネル
（高さ80cm）

脱着式止水板
（高さ50cm(50cm×1段)）

浮力起伏式止水壁
（高さ80cm）

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製止水壁
（高さ110cm）

高さ
1.5m

現況河床

約1.5ｍ

二線堤の整備

スイング式止水壁
（高さ80cm）

南側出入口

大屋根広場

・護岸線形の修正
（合流角度の緩和）

・合流区間の河床掘り下げ
数沢川

ボックス
カルバート入口

落差工（変更後）

地下進入路

西側出入口

西側出入口

免震グレーチング閉塞

※この対策図はイメージです。

落差工(現況)

電源設備の復旧位置について

①屋上移設、②地上移設、③現在位置（地下階）での復旧 の３案について、地震と浸水

対策との両立、工事の難易度、工事費等を比較検討した結果、現在位置での復旧が最適

であると、有識者で構成する検討ワーキングにおいて評価されました。

河川合流部の改修

本庁舎

水防ライン

二線堤
(河川堤防の外側に設
ける２番目の堤防)

河川の溢水対策として、河川合流部の改修、堤防（二線堤・導流堤）の整備を行います。

また、庁舎１階及び地下階への浸水対策として、庁舎外周の水防ライン上に止水壁等を整備します。

万が一止水壁等が機能せず、庁舎地下階が浸水した場合も想定し、多重の対策として地下階の止水化対策を行います。

庁舎外周の止水壁等整備
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庁舎の止水化対策に関する解説

平沢川

導流堤の整備


